

























ている事実を挙げるとするならば、ジェラール・ド・ラブリュニーが一八〇八年五月二十二日、パリに生れたということだ。ド・ネルヴァルという名は、所有地のほんの一部である千五百フランほどの価値しかない土地の名前から取ったもの 、昔から一族の所有であったと彼は勝手に想像していた。ジェラールの父は軍医少佐であった。母は、彼が母親のことを想い出せる年齢に達するまえに、ロシア遠征のナポレオン軍に従軍して死亡した。それで彼は、エルムノンヴィル近郊のモ タニーという小さな村に暮ら 学究肌の一風変 た叔父に大方育てられた。彼は早熟な生徒で、十八歳ま に六冊の小詩集を編んだ。自らアドリエンヌと呼び、その後いろいろと呼び名を変えながら人生の最後まで愛 つづけた うら若き乙女と最初 して最後に出逢っ のは、ある休暇 ある日だった。そ 日の夕方、彼女は若い農家の娘たちと草地で踊りをするため 館から出て行った。彼女はジェラールと踊った、彼は彼女 頬に口づけをした、彼は彼女の髪に月桂樹を飾ってあげ 。恋をし ために父が塔のなかへ閉じ込めたある王女の悲しみを伝える古い歌を彼女が歌う をジェラール 聴いてい 。ず と前から女を知っているよ な気がしていたジェラール ってみれば、決して彼女のことを忘れなかった は間違いない こうし





番愛されて 活躍 ていたときは誰よりも無名 ら程遠た。ときには 遊び、またときに ヨーロッパを けめぐって放蕩生活を思う存分に送っ 。否応なく放蕩へと追いやられた他の連中よりも彼は徹底 て放蕩に明け暮れた。当時、できる限り突飛であることが誰もが目ざす ろであったが、ジェラールの生活 思想の突飛さは概して、全く標準的な人たちのそれと較べ も特に際立っていたわけでは った。それにしても、ジェラールにあっては気取っ 態度など見られなかったものの ある日彼が青いリボン紐 先端にロブスターを繋いでパレ・ロワイアルに現れたとき（ロブスターは吠え
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いし海の秘密を知っているから、と彼は言った） 、その幻視家は自身の幻想を鎮める力をすっ り失くしていた。そうして彼はモンマルトルにあるブランシュ博士の精神病院に運ばれねばならなかった。一八四一年三月二十一日に入院したが、十一月二十一日には見 からに快復したと思われたので退院 た。この狂気の発作 、ある程度まで、ジェニー・コンロとの最終的な決裂の果てに起ったのだろうと思われ 。一八四二年六月五日にその彼女は死んだ。ジェラールがその の暮れに東洋へ向けて旅立った は、少なくとも、彼女との恋 想い出からできるだ 距離を置くためであった それは同時に自分が理性を取り戻したことを、外界に向ける意識を通して世間 証明するためでもあっ 。シリアにい とき、彼はアドリエンヌ 新しい化身、あるドゥルーズ派の若 娘でレバノンに住む族長の娘サレマと新たな恋に落ちた。彼が彼女と結婚をし のは、ほとんど偶然で ったかのように思われる。一八四三年の暮れか翌年の初めに彼はパリ 帰っ 次 数年はほとんどそこを拠点に、魅力的で優雅な、優れて正気に充ちた記事や本 書いたり、昼も夜も通りに出て 絶えず繰り返される夢 なかをさまよっていた。ときには こと く無様にその夢から醒め こともあっ 。時が満ち「黙示録」の予言す 世界 終末が迫っ
て来ていたので、ハイネの詩を素晴らしい散文に翻訳していたジェラールは一八五三年の春、ハイネのもとに行き、前もっもらったお金を返しにきたことを告げると、ハイネは辻馬車を呼びにや 。そうして気がつけばジェラールはデュボワ博士の精神病院にい こには二ヶ月いた。彼が『シルヴィ』を書いたのはその病院を出てすぐのことだっ 『シルヴィ』はもっぱら自伝的雰囲気の漂う楽しげな田園詩で、実際に完成を見た三つの作品 一つであった 一八五三年八 二十七日、彼はパッシー地区のブランシュ博士の精神病院へと運ばれねばならなくなっ が、一八五四年三月二十七日までそこに入院していた。こうして一、 二ヶ月ドイツで過ごした後、 月 日に再び病院へ戻り十月十九日にはそれが最後とな 退院を果たしたが、誰が見ても明らかに病い 癒されていなかっ 。いまや彼は自分固有の狂気の物語に没頭していて『夢と人生』第一部が一八五五年一月一日発行の『パリ評論』に掲載された。その月の二十日、 『パリ評論』の事務所にや て来て彼 ポケットに忍ばせていたエプロンの紐をゴーチエとマクシム・デュ・カンに見せた。 「これはマントノン夫人がサン＝シール修道院で『エステル』を上演したときに着けていたガードルだよ」と彼は言った。二十四日には、 「シャトレ広場の警察署に来て私
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身元を証明してくれ」とある友人に手紙を書いた。前日の夜、中央市場の酒場で原稿に向かっていたところ 、浮浪者として逮捕されたのであった。こんな愚にもつかぬ災難には慣れていた彼は、書くこと 難しさに愚痴をこぼしていた。 「アイディアを求めて出かけはするものの、道 は迷 しまうし、来た道を見つけるのに何時間もかか てしまうのだ。一日に二十行すら書けないってこと、わかりますか。闇が私に纏わり いて来るのだ」 。彼は例のエプロンの紐を取り出 てこう言った、「これはシバの女王のガーターベルトだよ」 。大地の雪は凍りはじめていた。二十五日の夜も更けた午前三時、波止場とリヴォリ通りに挟まれた薄汚い路地のヴィ イユ＝ランテルヌ通りで店を構える「安宿」の主人は誰かが玄関扉を叩く 聴いたけれども、寒さのあまり開けてやれな った。夜明け方、ジェラール・ド・ネルヴァルの肢体がエプロン 紐で窓の格子に吊るされてあった。　
ジェラール・ド・ネルヴァルの作品を収めた六巻ほどの著作
集の重要 をいまさら強調する必要もあるまい。彼は偉大な作家ではなかった。それと引き換えに、偉大さをき り輝かせる瞬間が時に顕れた。私たちに興味を抱かせるのはこうした抜き差しならぬ瞬間 のだ ここに、ひと 愉しませてくれるがそ












彼は、人間のうちで最も卑しい連中と一緒にいるときほど、人を許したくなる気持 が幾重もの心の襞から湧き出てく ことはないと気づいた。そのとき彼は人間の幾重にも重なる心の襞というものを真に自覚した。彼らのなかに 、貧困や悪徳や文明社会の酷たらしい抑圧に生きてなおも、 喜劇に独特な明け透けのなさが少なからず残されている。現実世界 いつも自




向けられているというのは、人間存在への不安のひとつである。孤独に取り込まれて死を予感する重圧にも、遠く離れた孤独への郷愁にも耐えきれな でいる。 「自分を忘れている きが人間は一番幸せなのだ」とあるエリザベス朝の劇作家が言った。ジェラールにあっては、忘れるべき対象にアドリエンヌいた、女優のジェニー・コロン
＜シバの女王
＞がいた。しか
し、夢の盃を飲んでしまったということは永遠なる想い出の盃を飲み干し ということにほかなら い。過去と未来 絶えず自分とともにあっ 、そう彼 は思えた。現在だけが絶えず彼の足元から逃れ去っていった。しかし、束の間にしろ確かな足場を見つけ出せたのは、一日 、一瞬一瞬を正直に生 た人たちとこのように繋がっていたい 心が昂っているときだけであった。少なくとも彼ら 一緒 いれば あらゆ 星とそ 背後の暗闇と、そしてあらゆる世代 人間が絶えず現れ は消えて行く風景を、酒場から酒場へと移るその空間に留めておくこができた。酒場で彼は世 ほとんどの人たちが同じように酔いに身を任せているその実直 姿に眼を開くことができた、酒場では一度くらいは彼らの無知がゆえの象徴的な酩酊を実際 生きることができた。　
尽きせぬ夢を走馬灯のごとく視る多くの夢想家たちのよう









は『シルヴィ』のなかで次のよう 綴っている。 「ある女優霊感を受けて生 たこの漠として望みのない恋は夜ごと上演さ































は、私たちの様々な機能を束ねている回路が結局は脆いものでしかないと、事ある度に想い到らなかった人間なぞ果して るのだろうか。いるとすれば、とりわけ、どんな芸術家が今までにいたであろうか。その回路が擦り減っていき、ついには儚い夢の翼が折れてしまうくらいに極めて薄くなったよう 瞬ないであろうか。意識と うも は、言わば拡張すると同時に収縮するかと思われる。宇宙にとって 広すぎる領野へと拡張したかと思えば、自身の思索は宇宙のなか 収まる余地を見つけるには狭すぎ 領野へと収縮する。平衡感覚がすべ を無化して自らも消滅しようとするのだろうか、あるいはより深遠な同一感、全感覚世界における同一感がついに現実 も となったのだろうか。具体 を離れてしばし旅に出 とき 帰る力が残ってはいないのではないだろ か、帰り道を見失ってしまうのではない 、といった不安がよぎ 。芸術家 誰でも二重 生を生きるわけだが、その大方は想像力の創る幻影
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意識を向けている。芸術家はまた神経の創り出す幻影も意識しているが、想像力豊かな精神をもっ 人間とそれを共有している。眠られぬ幾夜、不安の裡に待ちつづける日々、俄かに起る驚愕の事件、こうした日常のリズムを乱す出来事は、神経の調子外れな鐘を打ち鳴らすのには充分であろう。芸術家 自身の心持ちの幾つか 惹き起こ 機縁でもあるこうした と芸術家であるがゆえに現れ、特有 才能で 創作とほどよく連動している 動機と 棲み分けできる。しかし、この二つの原因、つまりその機縁と動機を混同してしまい、錯綜した内的世界を通り抜けるように芸術家を導いてくれる「糸を失う」かもしれぬ危険はないであろうか。　
窮極の芸術家は確かに人間のうちでこうした危険から最も遠
くに位置している。どうしてなのかと言えば、それはこの芸術家が窮極の知性だからである。ダンテのよ に、彼は身を焦がすこともなく地獄を巡りゆくことができる。窮極の芸術家にあっては、想像力とは幻視力である。闇のなかを覗き込むとき、究極の芸術家は視る。虚ろな夢想家 も心 定まらぬ芸術家でもあり、また不安げな神秘家でもある彼は、輪郭を識別したりせずして、ひたすらにその影を視るのだ。 呼べばすぐに現れる幻像に支配され いる。彼にはその幻像たち 奴隷として
縛りつけておく力がない。 「天の王国は猛威に甘んじている」 、そして震えながら闇に踏み入った夢想家は自身の不安を表したあのまさに迫真の幻影たちに牛耳られて危険な淵に佇んでいる。　
ジェラール・ド・ネルヴァルの狂気がどうして突然に起って





な風に吹かれてあらぬ方へと吹き飛 され、ついには漠 しものの餌食となった。　『夢と人生』の、その最後に当たる箇所の切れ切れの文章が、自殺した後に幾つ のポケットから見つかった。紙の切れ端に走り書き もので、カバラの記号や「聖母無原罪懐胎説の証明」に遮られて読みづらかったが、それは狂える の本人が語るところのある狂者の幻想に纏わる話である。ゴーチエが言うように、その には「冷静な理性 高熱の病人の枕元に座っていたり、幻覚が最高の哲学的な努力によって自らを分析する」場面が見られる。奇妙な点と言えば、それも結局は自然なことなのだ 、一部はそ 語りが描かれ いる情景と同時に進行し、また一部はその描写内容の後に語りが行われているよう 思えるところにある。それゆえそ 語りとは、ド・クウィンシーがしかじかの語りはそうした夜に見た阿片による幻
想だったと語るようなものではなく、阿片を吸飲した夢想家がなおも頭のなかを渦巻いている間に、その夢を書き始めるかのよう 、そうし 類いのものにすぎない。それを「地獄くだり」と彼は二度に互って呼んで る。さら 彼はまたこうも書いてはいないだろうか。 「私は自分の筆力と活力が二倍になったと想像することが時としてあった。私は何でも知っていて何でも分かっ い に思えた 想像力が 尽きせぬ喜びをもたらし 。理性と呼ばれるものを回復し いまでは、そうした喜びを失っ ことを後悔する必要すらないのであろ か」 。しかし、喜びは喪ってはいなかった。彼は幻想の裡 一つ 描かれた二重意識のあの状態になおも在った。白衣を着た人たちを眼にして、彼は「彼 みんなが白衣を着ている 見て驚いた。けれど、それは視覚による錯覚のようだ 」と言 ている。彼の宇宙的な幻想 ときどき壮大 ものと るので、自分は神話を創造しているように思えた。星へ影響力を及ぼすこが彼に課され 役割だと想像して演ずるその振舞い 、称讃に値し巧緻 長けている。　「先ずは、 （その精神病院の）庭に集められた人たちがみんな星々にある影響力を及ぼしており、そしていつ 円を描きながら歩いている一人 太陽の軌道を調節しているのだと私 想像
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した。幾つか決められた一日のある時刻に、庭へ連れてこられ、自分の時計を見ながら結び目を造っていたある老人は時の流れを記録する役目 任されているようだ た。月の軌道に影響を与えるのが自分の役目だと捉えた私は、かつ この星が神の雷電に打た たために、私がすでに見 ような仮面の跡が月の表面に刻まれ のだと信じた。　
ある神秘的な意味が看守たちの会話や仲間たちの会話に込め
られていると私は判断し 。彼らはこ 地球全民族の代表者であり、私たちは星々の軌道を再調整したり天体をもっと広く押し拡げる役目をお互いに引き受けてきたように思えた。私の考えでは、数字全体の組み合わせに誤りがひとつ秘かに入り込んでしまい、そこか 人類の不幸すべてが流 出 また、天上の精霊たちが人間の格好 して単なるありふ た仕事に関わっているように見られながら、こ 全体の集会を支えていだと私は信じた。私に課せられた役目はカバラの秘術を使って宇宙の調和を再構築することだと思われた。それで私は様々な宗教に潜むオカルト的な力を喚起することによっ 活路を探し求めなければならなかった」 。　
ここまでは狂気がゆえの混乱が、たとえばどう見ても象徴で
あるものが現実の事物それ自体だと思い込んでい 混乱が間違






















ミス」や、また「廃嫡者」や「ミルト」などのソネットでは、意図的に茫漠さを漂わせているように思われる。少なくとも彼の茫漠さは、ある程度までは「夢と人生」で描かれたあの精神の状態から結果されたものである。 「そのとき私は古代の変幻自在な幻像が幾つか朧げに漂いながら一個の形になっていくを視た。その形はそれぞれに輪郭 整えて鮮明 なり、そうしてそれぞれに象徴を表しているように思えた。私は 象徴に纏う観念 辛うじて捉えた」 。この なソネットの醸し出す雰囲気を的確に表す言葉は他に見当たらない。フランスでれらのソネットのなかで、初めて言葉と うものがある何かを喚起する要素とし 、つまり 自体が色や音として、さらには象徴としても用いられている。ここには、音節のそれぞれ実際に有している暗示的な特質からある雰囲気を創り出す言葉が在る。マラルメの理論からすれば それら 言葉 そうあって
然るべきだが、それと同じように象徴派の詩人たちによる最近の試みにおいても 次々 彼らは言葉に仕掛けをかけてそうした雰囲気を創り出そうと努力している。ジェラールは自然全体が感覚的に統一されていることを確信していたので、人が多様性しか見なかった処 類似性を探り当てることができた。凡そどうにも馴染まず、どう見ても相容れないものを一括り 纏め上げている情景は、彼の詩 読む私たちにはかなり奇妙に映るのだが、たぶん私たちが不運にも えな ものを実際に彼が見たそ 情景であったのであろう。狂気が彼の天才を解放して現実に抛擲する精霊として、その天才 さらに見事な本質 開陳しようと天才 もとにや 来 わけだが、ジェラールの天才は幻想のなかでも、すぐ 見えなくなってしまうような捉え難い幻想を具象化し、神秘への感覚す わち茫漠としたものに神秘の魅力を伝えるあの神秘の技を見失わ い力にあった。そであってみれば、彼 裡に潜む狂気は互いに遠 へ離散 ている事物をそれぞ 繋ぎ留める眼に見えない鎖を、さながら稲光のように、照らし出したのであった。たぶん、それは次のようなやり方とどことなく似ているだろう。以前と似ていながらも新た 驚嘆すべき たぶんあまりにも真 すぎる事物の光景は、故意に幻想を産み出すハシーシュや阿片や他の薬 と っ
（14） アーサー・シモンズ『象徴主義者の文学思潮』について（Ⅱ） 115
た人工的な刺激によって得られる。また魂は、独自の魔術の危険な環に守られながら眼前の暗闇から立ち現れたり、 ら脱け出して暗闇のなかへ揺らいでゆくといった一大風景を眺め渡すのである。こうしたソネット 描かれたまさに心象 敢えて夢を買った夢想家たちの誰にとっても馴染み深い たとえば「菫の心持つ薔薇、聖女ギュデュールの花」 、 「巨大な柱廊のある神殿」 、 「人魚の泳ぐ洞窟」などがそうだ。夢を買 夢想家たちはすでにそれらを見ている。 かし、ジェラールのまえには誰ひとりとしてこうした心象風景がほとん 新たな美学 基礎となるだろう 悟る とはなかった。果して彼自身、自分の成し遂げたことをすべて自覚していた だろうか。ジェラールがひたすら予見し ことを理論化するのはマラルメに残された仕事であったのだろうか。　
ジェラールがそのような発見を成し遂げたことは疑う余地も
ない。象徴主義の実践的美学とでも呼ばるべきもの 基礎を創った一つは、幸運な巡り合わせである狂気によるも だと私たちは考える。もう一度あ ソネット「アルテミス にそ 眼を向けてみたまえ そこにはマラルメの手法だけでなくヴェルレーヌの最も親密に自身を吐露する手法も見られるだろう。最初の四行は流麗なリズム、繰り返しと共鳴、微妙 すり抜け ど
が窺えて、事によるとヴェルレーヌが書いたのかもしれないと思われるだろうし、後半ではリズムの硬質さと宝石の鏤められた言葉の意味が最高潮 あった頃のマラルメを彷彿とさせる。それゆえ、一つのソネット 私たち マラルメと同時にヴェルレーヌの文体を予兆させるものを見 のだと主張しても的外れにはなるまい。ヴェルレーヌにあってはそ 類似性はたぶんそれ以上に展開はしないだろう。マラルメに至 ては、その根底にまで類似性は及んでいて彼の存在全体が確実にジェラール文体そのものであった。　
ジェラール・ド・ネルヴァルは全世界を前にして、詩とは一













































































峡に面したブローニュ＝シュル＝メールに俳優であった両親のもとで生れた。幼い頃から舞台に立ち、十四歳 してパリの劇場に出演した。二十歳で同じ俳優のラフォンと巡業先のロンドンで結婚するが、ほどなく て離婚する。一八三四年初めてネルヴァルはコロンとヴァリエテ座で会ったと伝えられている。彼女 ために『シバの女王』 『フランチェスコ・コロンナ を書く計画をした。一八三六年彼はアレクサ ドル・デュマと 共作で三幕の










































































































































































































































































































一六二四） を指す。神秘体験を綴った 『アウローラ』 （一六一二） 、『シグナトゥーラ・レールム』 （一六二二）などを著わす。
（
５2）　
スウェーデンボルグ
　
スウェーデンの神秘主義者、イマニュエ
ル・ （一六八八
－一七七二）を指す。 『天界
の秘義』全八巻（ 七四九
－五六）や『天界と地獄』 （一七五八）
などで、自然界における真理と霊界における真理との成層的な関連を説く「照応の理説」が展開されている。
（
５3）　「ドイツ人だったら・・・創られた」
　『火の娘たち』の序文「ア
レクサンドル・デュマへ」の最終段落のなかの一節
（
５4）　
黄金詩篇
　『幻想詩篇』所収の詩（訳・ 『ネルヴァル全集』 （筑摩
書房）第一巻より） 。エピグラフには「何だ！
　
全てに感覚があ
る！」というピタゴラスの句が添えられている。
（13）‌
頁
（
５５）　「そのと
き私は・・・捉えた」
　『オーレリア』第二部第三章から
の引用。
（14）‌
頁
（
５6）　「菫の心持つ・・・ギュデュールの花」
　
ソネット「アルテミス」
の一節（本文
（8）頁参照） 。
（
５7）　「巨大な柱廊 ある神殿」
　
ソネット「デルフィカ」の一節。
（
５8）　「人魚の泳ぐ洞窟」
　
ソネット「廃嫡者」の一節（本文
（15）頁参照） 。
（15）‌
頁
（
５9）　「自分
を詩人だと・・・癒してくれたまえ」
　『火の娘たち』の序
文最後の一節。
　　　　　
＊
　
なお「解題」に関しては次回（３）において試みる予定である。
